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。



（1）

本
県
の
区
域
に
お
い
て
も
最
大
の
収
穫
量
で
し
た
。

し
か
し
本
年
度
採
取
期
間
途
中
で
あ
り
ま
す
が
、
浜

に
よ
っ
て
は
汚
れ
が
ひ
ど
く
二
潮
で
採
取
を
取
り
や

め
る
浜
も
あ
り
、
六
十
ト
ン
前
後
で
の
予
測
数
量
と

な
っ
て
お
り
、
県
北
地
区
に
お
い
て
も
昨
年
よ
り
減

少
傾
向
で
あ
り
ま
す
。

　

県
南
地
区
で
は
、
生
産
者
の
高
齢
化
及
び
磯
焼
け

等
の
影
響
で
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
収
穫

量
は
四
十
五
ト
ン
前
後
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
に
お
い
て
は
海
水
温
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
海

藻
全
般
の
状
況
が
芳
し
く
な
く
、
昨
年
よ
り
も
悪
い

状
況
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
単
価
の
高
騰
で
の

生
産
力
向
上
に
伴
い
、
比
較
的
安
定
し
た
収
穫
を
で

き
る
地
域
は
増
え
た
も
の
の
、
全
体
を
通
じ
て
は
厳

し
い
状
況
で
す
。
ま
た
今
年
度
は
全
国
的
に
下
げ
相

場
と
な
っ
て
お
り
、劣
勢
状
況
で
あ
る
が
長
崎
県
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
品
質
の
高
い
ヒ
ジ
キ
を
供
給
す

る
事
で
単
価
の
下
落
を
抑
え
、安
定
的
な
生
産
量
及
び

手
取
向
上
に
繋
が
る
よ
う
販
売
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
内
の
ヒ
ジ
キ
の
主
な
産
地
は
長
崎
県
、
三
重
県
、

大
分
県
、
愛
媛
県
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
平
成
二
十

七
年
、
二
十
八
年
と
不
作
で
あ
っ
た
た
め
、
国
産
原

料
価
格
が
高
騰
し
ま
し
た
。
昨
年
は
例
年
並
み
の
数

量
で
推
移
し
価
格
も
安
定
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

減
少
傾
向
で
す
。

　

長
崎
県
で
は
、
近
年
磯
焼
け
が
進
行
し
、
ヒ
ジ
キ

の
他
フ
ノ
リ
等
の
海
藻
類
は
、
減
少
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
は
、
行
政
や
研
究
機
関
の
支
援
・
指
導
の
も

と
、
植
食
性
動
物
の
駆
除
や
食
害
防
止
、
母
藻
設
置

等
に
取
り
組
み
、
ヒ
ジ
キ
に
加
え
ア
ラ
メ
等
の
有
用

海
藻
類
の
増
殖
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
魚
介
類

の
産
卵
、
育
成
、
漁
獲
の
場
と
な
る
藻
場
の
回
復
・

増
大
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
早
期
改
善
が
で

き
ず
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

壱
岐
・
対
馬
地
区
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ジ
キ
の
成
長

が
悪
く
、
収
穫
が
遅
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
平
成
二

十
五
年
度
に
は
二
百
ト
ン
の
収
穫
が
あ
っ
た
ヒ
ジ
キ

で
す
が
、
食
害
に
加
え
磯
焼
け
等
の
影
響
で
一
昨
年

頃
か
ら
三
十
ト
ン
前
後
の
収
穫
と
大
幅
に
減
少
し
て

お
り
、
今
年
度
は
昨
年
度
よ
り
も
さ
ら
に
少
な
く
、

過
去
最
低
の
生
産
量
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
は
、
離
島
漁
業
再
生
交
付
金
の
他
水
産
多

面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
等
を
活
用
し
な
が
ら
ヒ
ジ

キ
の
養
殖
や
食
害
を
も
た
ら
す
イ
ス
ズ
ミ
の
駆
除
、

藻
場
の
回
復
・
増
大
等
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
海
藻
全
般
の
収
穫
量
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

県
北
地
区
で
は
、
長
崎
、
壱
岐
・
対
馬
地
区
と
は

反
対
し
、
こ
こ
数
年
ヒ
ジ
キ
の
生
産
量
は
増
加
傾
向

で
す
。
昨
年
度
は
生
産
数
量
八
十
ト
ン
以
上
と
な
り

浜
か
ら
の
報
告
〜
海
藻
に
つ
い
て
〜

浜
か
ら
の
報
告
〜
海
藻
に
つ
い
て
〜

販
　
売
　
部
　
製
品
販
売
課

県
北
事
業
部
　
田
平
事
業
所

福
岡
事
業
部
　
対
馬
事
業
所海藻を収穫している様子
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名
、
女
性
職
員
一
名
の
三
名
で
、
鮮
魚
集
荷
・
購
買

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
、
保
冷
ト
ラ
ッ
ク
で
の
鮮
魚
集
荷
で
、

七
組
合
十
支
所
を
地
区
別
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
各

組
合
・
支
所
で
鮮
魚
集
荷
を
行
い
な
が
ら
佐
世
保
事

業
所
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
発
送
す
る
段
取
り
を
決

め
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
や
パ
レ
ッ
ト
積
み
で
発
送
す
る
場
合
は

佐
世
保
行
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
さ
せ
ま
す
が
、
フ
ェ

リ
ー
ド
ッ
ク
時
や
漁
模
様
に
よ
っ
て
は
、
有
川
町
漁

協
や
新
魚
目
町
漁
協
の
運
搬
船
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

当
出
張
所
は
佐
世
保
事
業
所
と
上
五
島
地
区
組
合

と
の
連
携
基
地
で
も
あ
り
、
日
々
連
絡
を
取
り
情
報

交
換
を
密
に
行
い
、
共
販
体
制
の
維
持
・
推
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

〇
県
南
事
業
所
　
福
江
出
張
所
〇

　

当
出
張
所
は
平
成
三
十
年
六
月
、
キ
リ
ス
ト
教
関

連
遺
産
と
し
て
世
界
遺
産
へ
認
定
さ
れ
大
い
に
賑
わ

い
を
見
せ
る
五
島
列
島
・
福
江
島
の
玄
関
口
、
福
江

港
の
近
く
に
あ
り
、
三
名
の
人
員
で
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

主
に
下
五
島
地
区
を
メ
イ
ン
に
担
当
し
て
お
り
、

〇
佐
世
保
事
業
所
〇

　

佐
世
保
事
業
所
は
、
佐
世
保
魚
市
場
内
に
事
務
所

を
設
け
六
名
の
人
員
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
の
実
績
と
し
て
は
、
活
鮮
魚
・
冷

販
合
計
約
十
億
三
千
四
百
万
円
の
実
績
と
な
っ
て
お

り
、
イ
サ
キ
・
タ
チ
・
ブ
リ
・
ヤ
リ
イ
カ
等
が
主
力

魚
種
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

業
務
内
容
と
し
て
は
、
浜
値
と
な
る
佐
世
保
魚
市

の
相
場
を
確
認
し
、
各
市
場
の
相
場
に
加
え
各
地
域

の
水
揚
げ
情
報
を
把
握
し
、
各
組
合
の
水
揚
げ
を
基

に
、
組
合
と
連
絡
し
委
託
で
の
販
売
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

鮮
魚
の
入
荷
は
、
運
搬
船
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
他
本
会
上
五
島
出
張
所
か
ら
も
ト
ラ
ッ
ク
便
に

よ
り
入
荷
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
荷
割
を
行
い
、
関

西
地
区
・
九
州
地
区
の
、
各
市
場
や
量
販
店
へ
発
送

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
漁

協
・
生
産
者
と

の
相
互
関
係

を
深
め
、
販

売
先
で
あ
る

量
販
店
等
へ

「
長
崎
県
産
」

を
ア
ピ
ー
ル

し
、
販
売
力

強
化
・
事
業

推
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

〇
上
五
島
出
張
所
〇

　

上
五
島
出
張
所
は
男
性
職
員
一
名
、
臨
時
職
員
一

事

　業

　所

　紹

　介

事

　業

　所

　紹

　介

佐
世
保
事
業
所

上
五
島
出
張
所

　
福
江
出
張
所

鮮魚荷割作業

鮮魚積込作業
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キ
ビ
ナ
漁
や
定
置
網
等
が
盛
ん
な
地
区
で
す
。
業
務

内
容
と
し
て
は
県
南
事
業
所
と
連
携
し
た
活
鮮
魚
の

集
出
荷
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
鮮
魚
を
、
翌
日

に
関
西
圏
へ
届
け
る
た
め
、
昼
の
フ
ェ
リ
ー
便
で
コ

ン
テ
ナ
や
ト
ラ
ッ
ク
で
長
崎
へ
出
荷
し
、
長
崎
か
ら

関
西
圏
へ
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

購
買
業
務
も
兼
任
し
て
お
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
等
を

在
庫
し
、
購
買
課
と
連
携
し
な
が
ら
受
注
・
販
売
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
地
区
で
は
漁
業
者
と
の
距
離
も
近
く
、
更
な
る

相
互
関
係
を
深
め
て
い
き
、
漁
業
者
の
所
得
向
上
と

系
統
利
用
向
上
の
た
め
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

鮮魚出荷作業

　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
、
大
村
湾
沿
岸
に
位
置
す
る
大
村
湾
漁
協
、
多
良
見
町
漁
協
、
川
棚
漁
協
の
合

併
に
よ
り
、
新
た
な
大
村
湾
漁
協
が
発
足
し
ま
し
た
。
発
足
式
に
は
漁
協
役
職
員
を
は
じ
め
、
系
統
団
体
、

関
係
行
政
が
出
席
し
、
厳
か
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
組
合
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。 

 【
名
称
・
執
行
体
制
】

　

名
称　

大
村
湾
漁
業
協
同
組
合
（
大
村
湾
漁
協
が
多
良
見
町
漁
協
、
川
棚
漁
協
を
吸
収
合
併
）

　
　
　
　
　

代
表
理
事
組
合
長　

松
田　

孝
成 

氏

【
事
務
所
】

　

主
た
る
事
務
所　

西
彼
杵
郡
時
津
町
浦
郷
五
四
二
－
一
八
（
本
所
）

　

従
た
る
事
務
所　

長
崎
市
長
浦
町
二
七
五
一
－
一
〇
（
長
浦
支
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

東
彼
杵
郡
東
彼
杵
町
大
音
琴
郷
九
三
（
東
彼
杵
支
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

諫
早
市
多
良
見
町
木
床
一
〇
一
三
－
一
一
二
（
多
良
見
支
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

諫
早
市
多
良
見
町
舟
津
六
一
一
－
一
九
（
伊
木
力
地
区
事
務
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

東
彼
杵
郡
川
棚
町
下
組
郷
二
〇
九
五
－
一
〇
（
川
棚
支
所
）

【
組
合
員
（
平
成
二
十
九
年
度
末
）】

　

正
組
合
員　

二
七
五
名　
　

准
組
合
員　

三
二
一
名　
　

合
計　

五
九
六
名

【
取
扱
高
（
平
成
二
十
九
年
度
末
）】

　

販
売
事
業
取
扱
高　

一
五
四
、二
一
二
千
円　
　

購
買
取
扱
高　

一
五
、八
九
〇
千
円

【
主
な
漁
業
】

　

小
型
底
曳
網
漁
業
、
か
ご
漁
業
、
刺
網
漁
業
な
ど

新
生

　大
村
湾
漁
業
協
同
組
合
が
発
足

新
生

　大
村
湾
漁
業
協
同
組
合
が
発
足

新
生

　大
村
湾
漁
業
協
同
組
合
が
発
足
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わ
り
誕
生
し

た
た
め
、
純

正
オ
イ
ル
と

比
べ
て
も
同

等
も
し
く
は

同
等
以
上
の

品
質
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
漁

オ
イ
ル
は
販

売
を
開
始
し

て
来
年
で
五

十
年
目
を
迎

え
、
長
く
漁
業
者
に
愛
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

 　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
期
間
を
定
め
特
価
で

の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
に

は
今
ま
で
純
正
オ
イ
ル
を
使
用
し
て
い
た
漁
業
者
を

始
め
、
多
く
の
注
文
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ぎ
ょ
れ
ん
大
漁
オ
イ
ル
」
の
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
地
区
を
定
め
、
年
に
数
回
実
施
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る

方
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行

っ
て
欲
し
い

と
い
う
組
合

が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
本
会

購
買
課
ま
で

お
問
合
わ
せ

下
さ
い
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
製
造
元
で
あ
る
出
光

興
産
㈱
と
販
売
元
で
あ
る
全
漁
連
よ
り
、
大
漁
オ
イ

ル
の
基
礎
知
識
の
説
明
や
漁
業
者
が
疑
問
を
抱
い
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
日
に
宇
久
支
所
に
て
開
催
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
三
十
名
近
い
漁
業
者

が
集
ま
り
、
資
料
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
沿
っ
て
全
漁

連
油
質
研
究
所
の
縄
主
任
研
究
委
員
よ
り
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
説
明
後
質
疑
応
答
で
は
、
漁
業
者
か

ら
「
今
純
正
の
オ
イ
ル
を
使
っ
て
い
る
が
大
漁
オ
イ

ル
に
す
る
な

ら
ど
れ
に
す

れ
ば
よ
い

か
」
や
「
グ

レ
ー
ド
の
違

い
・
使
い
分

け
方
を
教
え

て
ほ
し
い
」

等
多
く
の
質

問
が
あ
り
、

一
つ
一
つ
受

け
答
え
て
い

ま
し
た
。

 　

十
一
日
に
は
宇
久
小
値
賀
漁
協
で
開
催
さ
れ
た
漁

業
者
通
常
総
会
終
了
後
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
し
た
。
総
会
終
了
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
漁
業

者
約
九
十
名
が
参
加
し
宇
久
支
所
同
様
、
説
明
と
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
「
純
正
オ
イ
ル
と
比

べ
大
漁
オ
イ
ル
は
価
格
が
半
値
近
く
安
い
が
本
当
に

大
丈
夫
な
の
か
」
と
い
う
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

大
漁
オ
イ
ル
は
、
漁
業
者
の
為
に
開
発
さ
れ
た
オ
イ

ル
で
、
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
も
開
発
に
加

ぎ
ょ
れ
ん
大
漁
オ
イ
ル
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催

ぎ
ょ
れ
ん
大
漁
オ
イ
ル
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催

購
買
部
　
購
買
課

　

さ
る
四
月
十
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
、
宇
久
小
値
賀
漁
協
及
び
宇
久
支
所
に
て
「
ぎ
ょ
れ
ん
大

漁
オ
イ
ル
」
の
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

宇久支所で説明している様子

宇久小値賀漁協で説明している様子ぎょれん大漁オイル
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日
本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
に
よ
り
広
域
資
源
管
理
の
た
め
に
講
じ
る
措
置
と
し
て
、

左
記
の
通
り
取
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
漁
獲
努
力
量
削
減

　
　

㊀
抱
卵
ガ
ザ
ミ
の
再
放
流
又
は
一
時
蓄
養
に
よ
り
産
卵
機
会
を
確
保
す
る
。

　
　

㊁
全
甲
幅
長
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
再
放
流
。

　
　

㊂
軟
甲
ガ
ザ
ミ
の
再
放
流
。

　
　

㊃
六
月
一
日
か
ら
六
月
十
五
日
ま
で
の
採
捕
の
禁
止
。

（
二
）
資
源
培
養
措
置

　
　

関
係
県
に
よ
る
積
極
的
な
種
苗
放
流
を
実
施
す
る
。

（
三
）
漁
場
保
全

　
　

ガ
ザ
ミ
成
育
場
の
環
境
改
善
、
生
産
力
回
復
の
た
め
、
海
底
耕
耘
、
覆
砂
等
の
実
施

　

ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
各
県
自
主
規
制
を
設
け
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

※�

長
崎
県
で
は
、
全
甲
幅
長
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
型
ガ
ザ
ミ
を
再
放
流
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

ガ
ザ
ミ
を
採
捕
さ
れ
る
皆
様
へ

ガ
ザ
ミ
を
採
捕
さ
れ
る
皆
様
へ

長
崎
県
有
明
海
ガ
ザ
ミ
資
源
回
復
計
画
作
成
協
議
会
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【
取
組
概
要
】

　

雲
仙
市
、
特
に
南
串
山
町
の
人
口
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
、
労
働

者
人
口
の
激
減
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
漁
業
を
含
め
た
産
業
全
般
に
お
い
て
、
労

働
力
不
足
に
よ
る
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ

が
増
大
し
て
い
る
状
況
。
も
と
も
と
南
串
山
町
で
は
、

沖
合
漁
業
経
営
体
を
中
心
に
平
成
十
年
よ
り
受
け
入

れ
を
開
始
し
た
が
、
沿
岸
漁
業
の
受
け
入
れ
は
、
町

内
で
は
本
社
が
初
め
て
で
あ
り
、
船
よ
り
も
陸
の
生

活
が
中
心
と
な
る
実
習
生
が
、
日
本
の
生
活
に
馴
染

む
た
め
に
は
地
域
と
の
交
流
が
必
要
と
考
え
、
近
所

の
習
字
教
室
や
地
区
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
等
に
参

加
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
継
続
的
に
実
習
生
と
地

域
、
相
互
の
交
流
を
図
る
に
は
何
か
な
い
か
熟
考
し

た
と
こ
ろ
、
思
い
つ
い
た
の
が
「
食
」。
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
「
お
い
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
」

と
い
う
一
冊
の
本
で
、豊
富
な
レ
シ
ピ
の
中
か
ら
、ま

ず
は
特
産
品
で
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
い
り
こ
を
使
っ

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
を
作
っ
て
み
ん
な
に
紹
介
し

よ
う
！
と
実
習
生
と
と
も
に
「
雲
仙
市
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
料
理
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
活
動
を
開
始
し
た
。

　

町
内
で
開
催
さ
れ
る
夏
祭
り
に
出
店
し
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
も
「
プ
ル
ク
デ
ル
ク
ン
タ
ン
」
と
「
ピ

サ
ン
ゴ
レ
ン
」
を
セ
ッ
ト
に
し
て
提
供
し
た
が
、
夏

祭
り
当
日
は
、
予
想
以
上
の
猛
暑
で
あ
っ
た
こ
と
に

加
え
、
調
味
料
を
控
え
め
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、

味
に
メ
リ
ハ
リ
や
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
く
、
た
く
さ
ん

売
れ
残
っ
て
し
ま
う
残
念
な
結
果
と
な
っ
た
。

　

夏
祭
り
の
失
敗
を
踏
ま
え
て
、
本
当
の
美
味
し
い

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
を
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、「
水
産
庁
長
官
賞
」
を
受

賞
し
た
株
式
会
社
天
洋
丸　

竹
下　

敦
子
氏
、ム
ジ
・

ハ
ル
ト
ノ
氏
、
フ
ェ
リ
・
ア
イ
シ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ

ァ
ー
氏
の
取
組
及
び
「
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

会
長
賞
」
を
受
賞
し
た
佐
世
保
市
相
浦
漁
協
青
年
部

中
村　

智
貴
氏
の
取
組
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

●
第
四
分
科
会
（
地
域
活
性
化
部
門
）

　

株
式
会
社　

天
洋
丸　
　
　
　
　

竹
下　

敦
子　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム
ジ
・
ハ
ル
ト
ノ　
氏

　
　
　
　

フ
ェ
リ
・
ア
イ
シ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー　
氏

　

�　
『
外
国
人
技
能
実
習
生
と
と
も
に
取
り
組
む
地

域
活
性
化
！　

︱
雲
仙
市
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
研

究
会
始
動
︱
』

『
第
二
十
四
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
』

『
第
二
十
四
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
』

長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

第四分科会で発表を行う竹下敦子氏（中央）の様子
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く
の
外
国
人
が
地
域
に
入
り
、
共
生
で
き
る
か
が
大

き
く
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
私
た
ち
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
料
理
研
究
会
の
活
動
は
持
続
的
な
取
り
組
み
と
し
、

実
習
生
も
受
け
入
れ
る
漁
業
者
も
、
お
互
い
が
有
意

義
な
時
を
過
ご
せ
る
町
、
地
域
共
生
社
会
が
実
現
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

●
第
二
分
科
会
（
漁
業
経
営
改
善
部
門
）

　

佐
世
保
市
相
浦
漁
協
青
年
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

智
貴　
氏

　

�　
『
経
済
理
論
に
基
づ
く
投
資
戦
略
～
人
手
不
足

解
消
の
た
め
に
～
』

【
取
組
概
要
】

　

現
在
の
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
中
東
情
勢
を

起
因
と
す
る
燃
油
の
高
騰
、
二
十
年
前
か
ら
続
く
国

内
の
需
要
不
足
に
よ
る
魚
価
の
低
迷
な
ど
危
機
的
な

状
態
が
続
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
課
題
解
消
の
見
込

み
は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
漁

業
現
場
で
は
少
子
化
に
よ
り
若
年
層
の
就
業
者
が
減

少
し
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の

目
的
で
、
専
門
家
を
招
き
、
料
理
教
室
を
開
催
し
た
。

料
理
教
室
は
大
好
評
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
は
手

間
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
料
理
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。
専
門
家
に
作
成
し
て
も
ら
っ
た
レ
シ
ピ
の

う
ち
「
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
か
き
揚
げ
」
を
地
域
に

広
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
町
内
で
開
催
さ
れ
た

産
業
祭
り
に
出
店
し
、
無
料
配
布
を
行
っ
た
。

　

マ
イ
ク
を
使
っ
て
告
知
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
行
列

が
で
き
、
一
五
〇
食
を
振
る
舞
う
と
と
も
に
、
食
味

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
く
れ
た
方
の
約
九
十
六
％
が
「
ま
た
食
べ
た
い
」

と
回
答
し
、「
美
味
し
か
っ
た
」「
何
が
入
っ
て
い
る

の
？
」「
作
っ
て
み
た
い
」
と
た
く
さ
ん
の
感
想
が

聞
か
れ
、
手
応
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

活
動
を
開
始
し
て
、
一
年
も
経
過
し
て
い
な
い
が
、

地
元
ま
つ
り
へ
の
出
店
や
料
理
教
室
の
開
催
を
通
じ

て
実
習
生
の
人
懐
っ
こ
さ
や
明
る
い
性
格
も
あ
り
、

地
域
住
民
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

小
浜
高
校
の
生
徒
が
文
化
祭
で
発
表
し
た
こ
と
に
よ

り
、
全
校
生
徒
お
よ
び
文
化
祭
に
参
加
し
た
地
域
住

民
に
も
実
習
生
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
研
究
会
の
活

動
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
料
理
教
室
の

様
子
が
地
元
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

反
響
を
実
感
し
て
い
る
と
と
も
に
、
料
理
教
室
に
参

加
し
た
農
家
の
方
か
ら
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
に

合
う
唐
辛
子
を
栽
培
し
た
い
」
と
い
う
申
し
出
も
あ

っ
た
。

　

今
後
の
活
動
計
画
と
し
て
は
、
榎
本
直
子
先
生
監

修
の
も
と
、
東
京
海
洋
大
学
の
学
生
の
協
力
を
得
て
、

橘
湾
の
魚
介
類
を
使
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
の
新

た
な
レ
シ
ピ
の
作
成
・
配
布
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
を
作
る
上
で
欠

か
せ
な
い
赤
唐
辛
子
を
入
手
す
る
た
め
に
、
農
家
の

方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
実
習
生
が
中
心
と
な
っ
て

栽
培
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。
良
質
な
赤

唐
辛
子
が
収
穫
で
き
れ
ば
、
新
た
に
新
設
す
る
水
産

加
工
場
に
て
新
商
品
の
開
発
を
考
え
て
い
る
。

　

改
正
出
入
国
管
理
法
が
成
立
し
、
今
後
さ
ら
に
多

第二分科会で発表を行う中村智貴氏の様子
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従
来
の
ブ
リ
出
荷
の
際
は
、
従
業
員
の
ほ
か
に
近

隣
の
同
業
者
等
に
も
加
勢
を
受
け
、
作
業
し
て
お
り
、

こ
の
期
間
中
は
ト
ラ
フ
グ
や
ブ
リ
の
給
餌
に
手
が
回

ら
な
い
。
し
か
し
、
ブ
リ
出
荷
設
備
自
動
化
に
よ
り
、

人
員
は
半
分
以
下
に
削
減
で
き
、
加
勢
に
頼
る
こ
と

も
な
く
な
る
。
ま
た
、
作
業
時
間
も
三
割
程
度
削
減

で
き
、
養
殖
中
の
ト
ラ
フ
グ
な
ど
に
給
餌
す
る
時
間

が
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
魚
の
成
長
が
早

ま
り
、
出
荷
時
期
も
早
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

設
備
投
資
以
外
で
の
人
手
不
足
の
対
策
と
し
て
外

国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
一
物
一
価
の
原

則
（
自
由
競
争
市
場
に
お
い
て
同
一
の
財
は
、
最
終

的
に
同
じ
価
格
に
な
る
）
に
よ
り
賃
金
は
外
国
人
労

働
者
と
同
じ
に
な
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
総
需
要
の
減

少
で
あ
り
、
所
得
が
下
が
っ
た
国
民
は
消
費
を
減
ら

す
た
め
、
物
価
は
下
落
し
デ
フ
レ
が
深
刻
化
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
設
備
投
資
も
起
き
な

い
と
い
う
二
重
の
意
味
で
最
悪
な
選
択
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
経
済
理
論
か
ら
考
え
た
結
果

は
、
人
手
不
足
は
生
産
性
向
上
の
た
め
の
投
資
を
行

い
、
高
圧
経
済
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
外

国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
等
に
つ
い
て
は
生
産
性
向

上
の
た
め
の
投
資
や
国
内
人
材
の
確
保
の
た
め
の
取

り
組
み
（
女
性
・
高
齢
者
の
就
業
促
進
、
人
手
不
足

を
踏
ま
え
た
処
遇
の
改
善
等
）
を
行
っ
て
も
な
お
、

人
手
不
足
が
解
消
で
き
な
い
場
合
に
限
り
検
討
す
る

と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　

現
在
、
水
産
業
界
は
高
付
加
価
値
戦
略
で
需
要
拡

大
を
狙
っ
て
い
る
が
、
総
需
要
が
伸
び
な
い
現
状
で

需
要
を
拡
大
し
て
も
、
水
産
業
に
需
要
を
奪
わ
れ
た

他
業
種
は
貧
困
化
し
消
費
が
低
迷
す
る
。
そ
し
て
、

低
迷
し
た
消
費
は
、
需
要
減
と
い
う
形
で
自
分
た
ち

に
返
っ
て
く
る
。
よ
っ
て
、
水
産
業
全
体
の
発
展
の

た
め
に
は
、
全
体
需
要
の
拡
大
が
必
須
で
あ
り
、
次

世
代
の
経
営
者
で
あ
る
私
た
ち
が
や
る
べ
き
こ
と
は

目
先
の
利
益
を
優
先
せ
ず
、
長
期
的
な
視
野
で
今
回

の
出
荷
設
備
自
動
化
の
よ
う
な
設
備
投
資
に
よ
る
人

手
不
足
対
策
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

よ
う
な
状
況
を
打
開
す
べ
く
、「
人
手
不
足
対
策
研

究
会
」
を
発
足
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
人
手
不
足
の
原
因
と
対
策
を
検
討

す
る
た
め
に
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
人
手
不
足
の

実
態
把
握
に
努
め
、
マ
ク
ロ
経
済
理
論
等
の
知
見
を

活
用
し
、
こ
の
問
題
の
解
決
策
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
を
始
め
た
。

　

人
手
不
足
の
現
状
を
知
る
た
め
日
本
の
総
人
口
に

つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
よ
く
人
口
減
少
が
叫
ば
れ

て
い
る
が
、
実
際
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
り
、
人
口
減

少
率
は
年
に
〇
・
二
～
〇
・
三
％
で
諸
外
国
と
比
較
し

て
も
高
く
な
く
、全
く
問
題
で
は
な
い
。
対
し
て
、生

産
年
齢
人
口
（
十
五
～
六
十
四
歳
の
働
く
人
た
ち
の

人
口
）
が
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
は
、
労
働
の
場
か
ら
出
て
い
く
団
塊
世

代
の
労
働
者
の
人
口
に
対
し
て
、
入
っ
て
く
る
若
年

労
働
者
の
人
口
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
近
年
の
人
手
不
足
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
原

因
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
人
手
不
足
に
よ
り
社

会
で
は
全
国
民
の
消
費
（
総
需
要
）
に
対
し
て
、徐
々

に
働
い
て
い
る
人
た
ち
の
生
産
能
力（
供
給
能
力
）

が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
現

象
は
水
産
業
界
に
と
ど
ま
ら
ず
全
て
の
業
界
に
お
い

て
顕
在
化
し
て
お
り
、
人
手
不
足
な
の
に
雇
え
る
人

間
そ
の
も
の
が
い
な
い
と
い
う
事
態
を
招
い
て
い
る
。

　

よ
っ
て
研
究
会
は
、
人
手
不
足
に
対
し
て
は
省
力

化
の
た
め
の
投
資
が
有
効
で
あ
る
と
し
、
人
手
と
同

等
の
役
割
を
担
う
省
力
化
の
た
め
の
機
械
の
有
効
性

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
投
資
事
例
と
し
て
、

県
の
経
営
指
導
な
ど
を
利
用
し
た
私
が
従
事
す
る
㈲

丸
幸
水
産
の
ブ
リ
出
荷
設
備
自
動
化
計
画
に
対
し
検

討
を
重
ね
た
。

　

ブ
リ
出
荷
設
備
自
動
化
に
必
要
な
コ
ス
ト
は
、
総

額
約
二
、四
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
資
金
の
調
達
は
、

銀
行
か
ら
の
融
資
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら

現
在
、
史
上
最
低
レ
ベ
ル
の
低
金
利
で
あ
り
、
金
利

負
担
は
非
常
に
少
な
く
、
投
資
を
す
る
の
に
こ
れ
以

上
の
機
会
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
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長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
以
下
、「
本
会
」）

で
は
、
会
員
相
互
の
連
絡
協
調
を
図
り
、
漁
協
青
壮

年
部
活
動
の
強
化
を
促
進
し
、
漁
協
と
緊
密
に
連
携

し
て
水
産
業
の
発
展
や
漁
村
文
化
の
向
上
の
た
め
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、青
壮
年
部
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、会
員

数
は
十
三
会
員
、
部
員
数
二
百
八
十
六
名
と
十
年
前

と
比
べ
、
約
半
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
更
な
る
部
員
数
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
、

本
会
と
し
て
は
、
会
員
及
び
部
員
数
の
増
加
を
図
り
、

青
壮
年
部
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
新
た
な
活
動
・
取

組
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
県
下
の
漁
協
青
壮
年
部
員
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
系
統
団
体
や
他
の
経
済
青
年
団
体
の
青
年

部
員
に
加
え
、
研
究
機
関
（
水
産
試
験
場
や
長
崎
大

学
等
）
と
も
定
期
的
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
崎
女
子
短
期
大
学
と
年
一
回
水
産
教
室
を

開
催
し
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
魚
食
普
及
活

動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
、
本
県
水
産
業
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
せ
ん
か
。
本
会
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
青
壮

年
部
も
し
く
は
若
手
漁
業
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
事
務
局
：
長
崎
県
漁
連
指
導
課
内（
担
当
：
山
本
）

●
電　

話
：
０
９
５
－
８
２
９
－
２
４
１
５

長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

　会
員
・
部
員
大
募
集

長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

　会
員
・
部
員
大
募
集

長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会青壮年部員や系統団体職員等との意見交流会長崎女子短期大学との水産教室
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平
成
三
十
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
松
浦
市
福
島

町
に
あ
る
新
松
浦
漁
協
福
島
支
所
直
売
所
「
と
れ
た

て
福
の
島
」
が
今
年
で
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

 　

同
直
売
所
で
は
、
水
産
物
や
農
産
物
、
雑
貨
等
多

種
多
様
な
商
品
が
陳
列
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
底
曳

網
で
水
揚
げ

さ
れ
た
鮮
魚

品
を
中
心
に

販
売
さ
れ
、

マ
ダ
イ
、
ク

ロ
ダ
イ
、
コ

ウ
イ
カ
、
ア

シ
ア
カ
エ
ビ

等
と
い
っ
た

新
鮮
な
魚
介

類
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

新
松
浦
漁
協
福
島
支
所
「
と
れ
た
て
福
の
島
」

新
松
浦
漁
協
福
島
支
所
「
と
れ
た
て
福
の
島
」

新
松
浦
漁
協
福
島
支
所
「
と
れ
た
て
福
の
島
」

漁
協
直
売
所
探
訪

「とれたて福の島」

店内の様子（鮮魚）

　

ま
た
、
活
魚
で
は
養
殖
マ
ダ
イ
、
加
工
品
で
は
漁

獲
さ
れ
た
シ
ラ
ス
を
加
工
し
た
釜
揚
げ
シ
ラ
ス
に
加

え
乾
燥
ヒ
ジ
キ
等
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
月

に
一
度
マ
グ
ロ
を
販
売
し
て
お
り
、
年
末
で
は
マ
グ

ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。　

地
産
地
消

を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
お

り
、
地
元
の

人
が
大
半
を

占
め
て
い
ま

す
。
開
店
前

に
並
ぶ
来
店

者
も
お
り
、

開
店
後
の
三

十
分
で
鮮
魚

が
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
県
外
か
ら
釣
り
や
キ
ャ
ン
プ
、
観
光

を
目
的
に
訪
れ
る
人
に
加
え
、
外
国
人
観
光
客
も
来

店
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

福
島
町
へ
訪
れ
た
際
に
は
一
度
、
立
ち
寄
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

 

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

○
住　
　

所
：
松
浦
市
福
島
町
喜
内
瀬
面
六
八
〇
－
一

　

○
電
話
番
号
：
０
９
５
５
－
４
７
－
４
１
１
０

　

○
営
業
日
：�

年
中
無
休
（
但
し
お
盆
・
正
月
に

臨
時
休
業
有
り
）

　

○
営
業
時
間
：
九
時
～
十
七
時

店内の様子
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お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー



漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-3294-9632
ＪＦ長崎漁連　購 買 課 TEL　095-829-2419

ＪＦグループ
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